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CSIRO/RIMF監視システムによるみなみまぐろ漁獲量推定に関連する精度及びサンプリング・バイアスの推定

要旨

本論は、サンプリング誤差又はバリのベノアで水揚げされたミナミマグロのCSIRO/RIMFよる漁獲監視と関連するサンプリングの代表性における可能性のあるバイアスを検討するものである。ブートストラップ分散及び信頼間隔は、水揚げ又は漁船のレベルかのどちらかの置き換えによる無作為・再サンプリングによって算定された。その結果は、推定されたCVがいつも年間推定のいずれについても9%をいつも下回るということで、ミナミマグロの年間輸出量及び総漁獲量の推定がかなりの精度を持って推定されていることを示唆している。また、サンプリング数の最近年の減少は、ミナミマグロの年間漁獲量の推定精度に大きな影響を与えておらず、サンプリングのレベル全体は、相対的に正確な推定を提供するには十分である。

加工場が無作為にサンプリングされておらず、また、サンプリングが行われた二つの主要な加工場を利用した漁船の相対的比率に明らかな時間的傾向があったことから、異なる加工場を用いた漁船がバリで水揚げする漁船を代表するものでない場合、推定全体か推定の傾向のどちらかにおいてバイアスの可能性がある。実際の加工場のサンプルと関連する分散（variances）の有意義なランダム化推定は、サンプリングの大部分が二つの加工場からのみ得られたということから、可能ではなかった。代替措置として、いくつかの評価が、サンプリングが行われた加工場の間に存在する可変性（variability）の幅を得るため、また、時の経過と共に一貫した相違があるかを見るために、加工場によって考察された。SSU又はPSBで行われた水揚量に基づく、ミナミマグロ水揚量の年間推定の比較は、1994年と1995年とでは同様であったが、その後、異なった。分析では、推定には、未知の変化するバイアスがあり得ることが示唆されている。これらは以下に由来する。

1.サンプリングを二つの加工場に限定している管理運営上の制約

2.これら二つの加工場に水揚げされる漁獲物の相対的比率における変化

3.異なる加工場に水揚げする漁船により漁獲されたミナミマグロの比率における相違

4.輸出されているマグロの比率における相違

5.上記の比率における時系列変化

監視時点で他の加工場からの情報及びデータが不足していたことから、上記の要因がミナミマグロ水揚げの全体的推定にバイアスを持ち込んだのか、又はどのようにそれが持ち込まれたのかを導き出することは可能ではない。

